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目標金額 1,300万円 【受付期間 令和６年８月31日まで】

※ 目標金額に達しなかった場合も、集まった金額は本プロジェクトに活用させていただきます。

☑寄付はこちらから ➡
県直営『共創型』ふるさと納税受付サイト「ガチなが」

により受け付けています。
※このプロジェクトへの支援（ふるさと納税）に対する返礼品はありません。
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【絶滅の危機】
高山帯のライチョウはここ50 年で半減し、2000年代初頭には約1700 羽と推定されました。

さらに、地球温暖化の影響による生息環境の縮小等も予測されており、現段階から詳細な調査や

保全事業が必要な状況です。

【守ろう、つなごう、ライチョウの未来】
一部の山域では生息数の回復が見られますが、依然として地球温暖化や高山帯へ侵入する

動物の影響を受け、絶滅の危険性が高まっています。

絶滅危惧の要因が人間の活動によるものだとしたら、私たちみんなで守っていかなければ

なりません。

●皆様からのご寄付は、ライチョウの保護増殖のための取組
や近年の⽣息状況が⼗分に明らかにされていない⼭域での
調査等の保護活動に活用させていただきます。

長野県では令和２年度から「ライチョウ保護スクラムプロジェクト」を開始しました。

・ 環境省が主導する「中央アルプスでのライチョウ復活事業」への協力と支援

・ 全国初のライチョウ目撃情報投稿アプリ 「ライポス」 の開発

中央アルプス： 平成30年 １羽 → 令和５年７月 約70羽



■ これまでの主な取組

※このチラシの内容は、令和５年（2023年）11月現在のものです

お
問
合
せ

寄付の受付・ふるさと納税
制度について

「ライチョウ保護スクラム
プロジェクト」について

ふるさと信州寄付⾦事務局(⻑野県総務部税務課内)
TEL︓026-235-7061 FAX︓026-235-7497
E-mail︓furusato-kifu@pref.nagano.lg.jp

⻑野県 環境部 自然保護課 自然保護係
TEL︓026-235-7178 FAX︓026-235-7498
E-mail︓shizenhogo@pref.nagano.lg.jp

〒380-8570
⻑野県⻑野市⼤字南⻑野

字幅下692-2

■ 寄付の方法・手続きの流れ

ご注意

寄付⾦控除を受けるためには、原則として、寄付をした翌年の３⽉15日までに、住所地等の所轄の
税務署へ確定申告を⾏っていただく必要があります。確定申告を⾏う際には、寄付をした自治体が
発⾏する寄付の証明書・受領書や、専⽤振込⽤紙の払込控え（受領書）が必要になります。

次の寄付募集サイトにおいて、寄付を受け付けています

県直営『共創型』ふるさと納税受付サイト「ガチなが」
【ライチョウ保護スクラムプロジェクト】

証明書等の発⾏ 寄付日の概ね１週間後に、ご寄付いただきました全ての⽅に受領証明書とワンストップ特例申請書
を送付いたします。寄付⾦控除を受けるための⼿続に必要ですので、⼤切に保管してください。

・ふるさと信州寄付⾦をかたった寄付の強要や詐欺⾏為には⼗分ご注意ください。申し出のない⽅へ、⼝座を指定して振込を求めたり、ATMの
操作をお願いすることは、絶対にありません。

・ご提供いただいた個⼈情報は、取組の報告やふるさと信州寄付⾦に関する業務以外には⼀切使⽤いたしません。

控除のお⼿続き

・インターネットで
（支払いはクレジットカードのみ）

寄付の⽅法

・書面で（郵送・FAX）
（支払いは納付書または現⾦書留）

サイト内の「ふるさと納税で支援する」ボタンをクリックしてください。
その際、必ず「寄付数」と「⾦額」の⼊⼒・選択をお願いします。
クリックすると決済サイトに移動します。
フォームに必要事項を⼊⼒して⼿続きを⾏ってください。

サイト内で「寄付申出書」をダウンロードしていただき、電子メール、郵送、またはファックス
のいずれかの⽅法によりご提出ください。

ライチョウの目撃情報を投稿できるスマートフォンアプリ「ライポス」

を開発しました。登山者の方から寄せられる目撃情報は、保護対策を

実施するための基礎資料として役立ちます。

保護技術者の養成

県では生息数や高山植生の状況を調査し、この情報を効果的な保護

対策を検討する際のデータとして活用しています。

しかし、ライチョウは北アルプス、乗鞍岳、御嶽山、中央アルプス、

南アルプスなど広い山域に生息しているため、近年、十分な調査が

行われていません。

平成30年、既にライチョウが絶滅したとされる中央アルプスに

おいて、約半世紀ぶりに雌のライチョウ１羽が発見されました。

県では保護の技術者の養成やニホンザルの追い払い等により、

中央アルプスにおけるライチョウの復活に取り組んでいます。

⽣息状況等の調査

目撃情報投稿アプリ「ライポス」

現地研修

捕食者等の見張り

なわばり数の調査

➤ ライチョウを守るためには、専門家だけでなく

実践的な保護活動を担える人材が必要です

➤ 目撃情報は生息状況を知るための貴重なデータとなります

➤ 生息状況が十分に把握されていない山域での調査が
必要です


